
実施期間：１月１５日（月）～１月３１日（水） 回答者数：178人

高齢化が進んでサービス利用者が増えるので、それに伴う保険料負担の増加はやむを得ない 80

保険料が高くなっても利用できる施設やサービスが充実した方が良い 39

多少使える施設やサービスが減っても、保険料は安い方が良い 59

介護の仕事に対するイメージの向上（学校での授業、職場体験など） 41

働きやすい職場環境づくり（多様な勤務形態導入支援など） 126

介護の仕事の周知・啓発活動（就職相談会の実施など） 8

介護の職場の生産性向上（効率化）（ICT導入支援、雇用管理改善など） 66

外国人材の採用 20

元気な高齢者の採用 60

地域団体や民間企業等と連携した会・グループ活動の機会や場の創出 85

講座や体験会等の社会参加の機会や場に関する情報発信の充実 60

地域包括支援センター等による個々の条件や希望に合うような社会参加の機会や場の

紹介
87

オンラインによるつながりを実現するためのデジタル機器の操作支援 25

社会参加するための移動手段に対する支援 92

民間企業との連携した高齢者になる前の時期における社会参加に関する講座等の開催 54

その他（　） 5

新聞・折込チラシ 53

広報とよた 26

書籍・雑誌 36

講演会・研修 13

医療機関 10

介護サービス事業所 12

地域の掲示板 3

テレビ 81

ラジオ 6

市のホームページ 6  

国や県のホームページ 3

その他のホームページ（国・県・市ホームページを除く） 16

市公式LINE 0

SNS（市公式LINEを除く） 14

家族・友人・市が発行しているパンフレット（例：これってもの忘れ？、認知症ケアパス等） 19

特に入手していない 38

その他（記述式） 1

第9期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(２０２４～２０２６年度)に関するアンケート

【1】Q１　介護保険料の引き上げについて、あなたの考えは次のどれに近いですか？

【2】人材を確保するために必要だと思うことは次のうちどれですか？（２つまで選択可）

【３】高齢者の社会参加を促進するために、どのようなことに取り組むべきだと考えますか。※自分の意思で他の誰かとつながりを持つ行動

（３つまで選択可）

【４】認知症に関する情報を主にどこから入手していますか？（３つまで選択可）



認知症への正しい知識と理解を持ってもらうための啓発・情報提供 103

認知症に関する相談窓口・体制の充実 103

認知症本人からの情報発信の機会 18

認知症予防（※）に資する日常生活習慣の情報提供 58

認知症の早期発見・早期対応 104

医療従事者・介護従事者等の認知症対応力向上 20

介護サービスの充実 51

成年後見制度の利用促進 11

介護者への支援 71

若年性認知症の人への支援 25

認知症の人が社会と触れ合うための集いの場等の情報提供 22

認知症の人が役割をもって活躍するための支援 41

認知症に関する取組を実施している企業等の公表 5

認知症の人とその家族が住みやすい「バリアフリー」なまちづくり 27

【６】Q6第９期豊田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（案）について、ご意見をお聞かせください。

計７０件　※【別添資料】Ｅモニター意見まとめ参照

【５】認知症に関する取組で、特に重要と思うものは何ですか？（５つまで選択可）


